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しもかまた 日 曜 行事 
学年別授業時数 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

１ 金 委員会② ５ ５ 5 ５ ６ ６ 

３ 土        
３ 日 憲法記念日       
４ 月 みどりの日       
５ 火 こどもの日       
６ 水 振替休日       

7 木 教職員による登校見守り ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

8 金 クラブ① 尿検査回収日② 委員会紹介集会 ５ 5 ５ ６ 6 6 

9 土        
１0 日        

１1 月 全校朝会 内科検診（２・４・６年生） ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

１2 火 SC来校 ５ ６ ６ 6 6 6 

１3 水 避難訓練 校内研究（6年 1組のみ５時間授業） 4 ４ ４ ４ 4 
４ 

(5) 

１4 木  ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

１5 金 尿検査回収日③ 内科検診（１・３・５年生）  ５ ６ ６ ６ ６ ６ 

１6 土        
１7 日        

１8 月 
全校朝会 教育実習（６月１１日まで） 

眼科検診（２・４・６年生） 
５ ５ ５ ６ ６ ６ 

19 火 SC来校 田植え（５年生） ５ ６ ６ ６ ６ ６ 

２0 水 安全指導 心臓検診（１年生） ４ ４ ４ ４ ４ 4 

２1 木 歯科検診（全学年） ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

２2 金 
まちたんけん（２年生） 

日光移動教室説明会（６年生） 
５ 6 6 6 6 6 

２３ 土        
２４ 日        

２５ 月 全校朝会 耳鼻科検視（１・３・５年生） ５ 5 5 ６ ６ ６ 

２６ 火 SC来校 5 6 6 6 6 6 

２7 水 脊柱側わん症健診（５年生） ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

２8 木 耳鼻科検診（２・４・６年生） ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

29 金  ５ 6 6 ６ ６ ６ 

３0 土        
31 日        

6/1 月 全校朝会 眼科検診（１・３・５年生）  ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

2 火 SC来校 社会科見学（６年生） ５ ６ ６ ６ ６ ６ 

3 水 委員会③ ５ 5 5 5 6 6 

4 木 読み聞かせ（低学年） ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

5 金 校内研究（４年生のみ５時間授業） 4 4 4 ５ 4 4 

6 土        

 

５月の行事予定   

＜５月の月目標＞ 
〇生活目標  友達と仲よくしましょう。 

〇保健目標  けがに気をつけて運動しましょう。 

〇給食目標  好き嫌いしないで食べましょう。 

４月をふりかえって… 

４月２４日（金）に、離任式を行い

ました。子供たちはこれまでお世話

になったことへの感謝を込めた手紙

を書き、思いを伝えました。転出され

た先生方からのお話に、子供たちは

真剣に耳を傾け、これまでの思い出

を振り返り、感謝の気持ちを改めて

感じている様子でした。最後にはみ

んなで校歌を歌い、素晴らしい歌声

が体育館いっぱいに広がり、心温ま

る会となりました。 

 

■下校時間について 

・４時間授業…13時１５分頃 

・５時間授業…14時３０分頃 

・６時間授業…15時２０分頃 

 

■ゴールデンウィークの 

過ごし方について 
連休中は子供たちの生活リズムが

崩れないよう、早寝早起きを心掛けさ

せてください。また交通事故や怪我に

十分気を付けるようご家庭でもお声

掛けをお願いいたします。 

＜学校からのお知らせ＞ 

        「知る」ことの大切さ       副校長  籠﨑 康之 

 

改めまして、この 4月より下鎌田小学校の副校長として異動して参りました籠﨑康之と申します。 

3月までは同じ江戸川区内の葛西小学校の副校長を務めておりました。葛西小学校は葛西中学校と併設

していたので、校内には当たり前のように小学生と中学生が行き来していました。そのような学校から下鎌田

小学校に異動してきてまず感じたのは、「６年生を中心に活気に溢れている学校だな」ということです。小学校

では最高学年である６年生を先頭に、またはリーダーとして学校がまとまっていきます。どの小学校でもそれが

通常の形ですが、葛西小学校では中学生が校内にいる分、６年生の存在感よりも中学３年生の存在感の方

が上回ります。もちろん二つの学校は別々ですが、どうしても同じ施設内で生活しているとそんな雰囲気になっ

てしまいます。でも、下鎌田小学校に赴任して、生き生きと仕事をする６年生を見ていると、「さすが最高学年の

６年生」と、純粋に感じてしまいます。６年生を中心にまとまりのある下鎌田小学校に来ることができて、本当に

嬉しく思います。 

さて、下鎌田小学校に異動するにあたり、初めて着任する小学校ですし、やはり不安な気持ちでいっぱいで

した。その不安な気持ちを和らげるために、下鎌田小学校はどんな学校なのか、ホームページを見て知ろうと

考えました。ホームページを見ているうちに、今度は「下鎌田」という名はどのような意味があるのかが気にな

り、調べることにしました。「下鎌田」は鎌田という低湿地の田の地名に対し、その南側・下流側に位置したこと

から名付けられたとありました。「ああ、この周辺は昔、田園地帯であり、稲作が盛んで 

あったのだな」と想いを膨らませました。では、「瑞江」はどうかと考え、調べました。諸説 

あるようですが、旧「瑞穂村」と旧「一之江村」の「瑞」と「江」を合わせて作られ、豊か 

でめでたい意味が込められていると知りました。そこで、下鎌田小学校のホームページ 

を再度見ていると校章の中に稲穂があることに気付きました。「ああ、だから下鎌田小 

は稲と関係が深いのだな」と知りました。何も知らないよりも、少しでも知る度合いが増 

えると、どこかしら親近感が湧き始め、不安な気持ちが治まってきました。 

４月になり様々な環境が変わる時期です。そんな新しい環境の中で思い込みや先入観などの色眼鏡で他

者を見るのではなく、相手のことをよく知ることが必要だと感じています。相手を知るためには、その人の行動を

普段から気にして見たり、話をしたりしないといけません。そうすることで相手のことを深く理解することにつな

がります。もちろん、人には良い部分と課題となる部分があります。だから全てを受け入れるということが大事で

はなく、知ることでその相手とどのように接するのか判断することができることに意味があると考えます。これは

クラス替えをした下鎌田小学校の子供たちみんなに言えることではないでしょうか。 

新年度が始まり一か月が経ちました。私自身もまだまだ下鎌田小学校を知ることに力を注いでいます。学校

だけでなく子供たち、保護者、そして地域の方と、これから知りたいことばかりです。今後は知り得たことを大切

にし、下鎌田小学校がさらに輝きを増す小学校になるにはどうしたらよいか考えていきたいと思います。 

 


